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一、救いとは何か？ 

答：即ち、「すべての人を救う神の恵み」である（テト

2：11）。救いは主にあって（ヨナ 2：9）、すべての人

に賜うものである。「人はみな神の救を見るであろう」

（ルカ 3：6）。 

二、救いは人間にとってどんなメリットがあるのか？ 

答：消極的面において： 

1. 救いは人を「暗黒」、「汚れ」、「戸惑い」の迷いから 

救い出す（ルカ 1：79、19：10）。 

2. 救いは人を「罪の僕」、「抑圧」、「束縛」の苦しみか 

ら救い出す（ロマ 6：17～18、ルカ 1：74）。 

3. 救いは人を「裁き」、「罪の定め」、「刑罰」の危機か 

ら救い出す（ユダ 23、ロマ 5：16）。 

4. 救いは人を「沈み」、「滅び」、「死」の宿命から救い 

出す（ヤコ 5：20、ヘブ 9：27）。 

積極的面において： 

1. 救いによって人は神に選ばれる（Ⅱテモ 1：9、I ペ 

テⅠ5：10、エペ 1：18）。 

2. 救いによって人は神に義とされる（ロマ 3：24、テ 

ト 3：7、ガラ 2：21）。 

3. 救いによって人は神から命を得る（ロマ 5：21，6： 

23、使徒 11：18）。 

 

 

 

 

 

4. 救いによって人は神の栄光に預かる（ロマ 5：2、ヘ 

ブ 2：9～10、ロマ 8：30、Ⅰペテ 5：10）。 

三、神はなぜ人間に救いを施すのか？ 

答：救いが生まれた原因は二つある： 

（1）神が世の人を愛したため（ヨハ 3：16、Ⅰヨハ 4： 

10, 16）。 

（2）神が世の人を憐れんだため（テト 3：5、ルカ 1： 

78）。 

 神はこの二つの御旨によって、世の人に「こんなに

大きな恵み」を賜ったのである。ゆえに、聖書は教え

る：「わたしたちを愛し、恵みをもって永遠の慰めと確

かな望みとを賜わるわたしたちの父なる神」（Ⅱテサ

2：16）。「わたしは自分のあわれもうとする者をあわれ

み、いつくしもうとする者を、いつくしむ」（ロマ 9：

15）。神のすべての賜物と慈しみは、「愛」と「憐れみ」

を出発点としているのである（エペ 2：4）。 

四、救いはどのように用意されているのか？ 

答：救いは神が永遠の昔に用意された（Ⅱテモ 1：9）。

神は、むかしは、預言者たちにより、いろいろな時に、

いろいろな方法で、先祖たちに語られた（ヘブ 1：1～

2）。この事について、預言者たちもたずね求め、かつ、

つぶさに調べた。御使たちも、うかがい見たいと願っ 
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ている（Ⅰペテ 1：10～12）。これはすべての民に関係

する一大事であり（ルカ 1：49、2：10）、万民のため

に備えられたものである（ルカ 2：31）。 

五、救いは人にどのように示され、賜ったのか？ 

答：キリスト・イエスにあってわたしたちに示され（エ

ペ 2：7）、キリスト・イエスの出現によって明らかに

されたのである（Ⅱテモ 1：10）。しかも、この恵みは

キリスト・イエスにあってわたしたちに賜ったのであ

る（Ⅱテモ 1：9）。主イエスが誕生されたのは神の救

いの確かなあらわれであって（ヨハ 1：14）、「わたし

たちすべての者は、その満ち満ちているものの中から

受けて、めぐみにめぐみを加えられた」（ヨハ 1：16）。 

七、救いと救い主とはどう違うのか？ 

答：救いは一人の人につながっており、恵みの中心と

なる。この人は救い主であり、言葉が肉体となってこ

の世に来られたイエス・キリストである。「救いの恵み」

はこの救い主がわたしたちのために成就された働きで

ある。この働きとは、わたしたちを救うために自らを

あがないとして捨てたことである。だから、聖書は「救

われたのは、実に、恵みによるのである」、「主イエス

のめぐみによって、われわれは救われるのだ」（使徒

15：11）と教える。 

八、救いは御恵みによるのであれば、ほかにどんな条

件が必要なのか？ 

答：「救われたのは、実に、恵みにより、信仰によるの

である」（エペ 2：8）。「恵み」は主から来たものであ

り（ヨハ 1：17）、「信仰」は人が御言を聞くことによ

って得られるものである（ロマ 10：14, 17）。信仰がな

ければ、救いを受け入れることはできない。信仰は人

の備えるべき条件である。だから、聖書は教える：「す

べては信仰によるのであって、それは恵みによるので

ある」（ロマ 4：16）。しかし、信仰で大切なのは「確

信」を持つことであり（ヘブ 3：14）、「信じて頼る」（使

徒 13：39）、「信仰の従順に至る」（ロマ 16：26）、「信

じて従う」（ヨハ 12：36）条件を備えるべきである。 

九、救いを受けるためには、確実な信仰を持つほかに、

何が必要か？ 

答：「神に対して悔い改める」（使徒 20：21）、神もま

た悔い改めなければならないことを命じられた（使徒

17：30）。悔い改めるとは迷いの道から戻ること（ヤコ

5：20）、悪から立ち返ること（使徒 3：26）。これは主

の御言を聞き、主を信じたときにあるべき表現である。

心は教えの導きを受け、自分は神に背く罪人だと認め、

神に悔い改め（ルカ 19：8～9）、今までの誤った考え

と行いを変え、悔い改めた心と相忚するならば（ルカ

3：8）、救いは受けられる。もし本当の悔い改めがなけ

れば、主を信じたと言っても、形式のみである。魔術

を行うシモンのように、主の救いにあずかることもで

きない（使徒 8：9～24）。 

十、なぜ神に悔い改めてから、やっと救いを受けられ

るのか？ 

答：1. 悔い改めは神を敬い恐れる事である：「まことに、

その救は神を恐れる者に近い」（詩 85：9）。例えば、

主と共に十字架につけられた強盗は神の裁きを恐れ、

悔い改めたため恵みを得られた（ルカ 23：39～43）。「神

に対する恐れがない」（ロマ 3：18）人は神に悔い改め

ないし、救いを受けることもない。 

2. 悔い改めは神の御前でへりくだることである：「神は

高ぶる者をしりぞけ、へりくだる者に恵みを賜う」（I

ペテ 5：5）。例えば、取税人は神の御前でへりくだっ

て言った、「神様よ、罪人のわたしをおゆるしください」。

彼は謙虚に自分の罪を認めたため、神に許されたので

ある（ルカ 18：13～14）。悔い改めないのは「持ち物

の誇り」が邪魔となって（I ヨハ 2：16）、「自分の義を

立てようと努め、神の義に従わなかった」（ロマ 10：3）。

これは救いを受ける一番大きな障害となっている。 

5 月 3 日から 5 日にかけて東京教会でゴールデン

ウィークを利用した霊恩・伝道会が行われました。

連合総会より林信義執事が派遣され、手伝っていた

だきました。休暇だということもあり、沢山の兄弟

姉妹達が何の煩いもなく来ることができ、また一部

の信者は忙しい中にも時間を割いて参加できました。

神様のお導きに感謝します。 

四日間で林執事は《ピエロの人生》、《主よ！私が

します》、《幸福な人生》、《霊の高い峰に登ろう》、《鉛

筆の生涯》、《もしも明日がなければ》、《貢献と奉納》

についてお話されました。林執事は様々な生きた証

と意味深い喩え話によって話を補い、聖書の奥義を 

 

解説し、霊の糧を共に分かち合いました。このよう

に私達にとって理解し易い説教は、兄弟姉妹がリラ

ックスしつつも、喜びの中で徳を高めさせてくれま

した。霊恩会の最終日には、教会付近にある柳瀬川

にて呉ピレモン長老が 5 名の求道者に主イエス様の

御名によってバプテスマを施しました。天国への道

を目指す仲間が更に 5 人も増えたことは、どれ程嬉

しい事でしょうか！その後、洗足式と聖餐式を行い、

６５名が共に聖餐に預かりました。そして今回の式

の最中に一人の求道者が聖霊を受けました。どうか 

神様が引き続き彼の歩みを導いて下さいますように。 

感謝です！神様のお導きにより、四日間全ての奉
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仕が順調であり、どの兄弟姉妹も熱心に励み、かつ

このような素晴らしい機会を大切にし、徳を高める

ことができました。神の愛、神の生きた言葉は私た

ちに真の喜びの一時を味わわせてくださいます。詩

篇に次のように書いてあります：あなたがわたしの

心にお与えになった喜びは、穀物と、ぶどう酒の豊

かな時の喜びにまさるものでした（詩 4:7）            

東京教会 姚成喜兄弟

 

 
レルヤ、主イエス様の御名によって証し致します。 

「バプテスマを受けた後、喜びと感動に満ち溢れま

した。これからもクリスチャンとして精進致しま

す。」・・・バプテスマの感想文の依頼を受け、文字に

すると、あれ？短い？伝わらない？と思う位短い文で

まとまってしまったので、この感動の大きさを伝える

ために、教会訪問から半年。受洗する意志が固まるま

での過程をこれからお話します。 

【真イエス教会との出会い～東京教会へ】 

私は、2006 年 9 月末に豪州の友達のすすめで真イエ

ス教会を知りました。面倒臭がり屋・出不精な性格で

あった自分が、早速教会に電話し、電話したその日の

夜に単身教会へ！！！墨田教会で聖書勉強会に参加し

ました。この時は、なんとなく教会に行かなくてはい

けないような気がしていたことを覚えています。今思

えば、これが神のお導きだったのでしょうか？普段動

かない私を動かしたのは神の御力であったのでしょう。

墨田教会では余和兄弟にお世話になり、自宅に近い横

浜祈祷所に行くために竹花兄弟を紹介してもらいまし

た。 

早速、10 月はじめの安息日に横浜祈祷所へ。ちょう

ど東京教会で秋季霊恩会が行われているから行かない

か？という誘いを竹花兄弟に受け、集会後に急遽行く

ことに。到着してすぐに讃美歌交流会に参加したり、

東京教会に泊まることになったり。万事が、私のため

に準備されていたと思えるぐらい、わずか 2 週間で

色々なものを見て、感じることができました。より神

のことについて知りたくなってきたのがこの頃です。

そのため、集会時間が長い東京教会へ通うことを決意

しました。 

【聖霊を受けるまで】 

 10 月中旪からは、求道者として毎週教会に通う日々

が始まりました。最初は、中国語を話す人が多くてど

うしようと戸惑いが多かったのですが、呉家、浅見家、

関家をはじめとした日本語を話す信者達が積極的に話

しかけてくれたため、徐々に教会になれることもでき

ました。兄弟姉妹達の助けには本当に感謝しています。

そして、2 ヶ月ほど経ったときに聖霊を受けることが

出来ました。この時から、洗礼を受けることについて

考え始めました。 

【洗礼を受けるまで】 

聖霊を受けてから、洗礼を早く受けたいと思いなが

らも、28 年の間、無神論者であった私の、キリスト教

に対する知識のなさが「洗礼を受けても大丈夫かな？」

という気持ちを起こさせていました。しかし、お祈り

会、集会、青年会活動、新年会、老人ホームボランテ

ィアなどを経験していく内に、聖書を読む楽しさ、讃

美歌を歌う喜び、そして何よりも兄弟姉妹達との交わ

りを通じて神を知ることの喜びを感じることが出来ま

した。そして、洗礼を心から受けたいと思うようにな

りました。 

【そしてバプテスマ】 

 バプテスマについては、言葉で感想を述べることが

出来ません。受洗してしばらくは意外にも冷静で、実

感が湧いてこなかったからです。しかし、洗足式で･･･

意識せずに涙がこぼれおちました。呉ピレモン長老に

洗足して頂いている時に、喜び、嬉しさ、悲しさ、感

謝、感動、色々な感情が渦巻く中、『イエス様が私達の

罪を洗い流すために犠牲になられたんだ。本当に感謝

致します』という感情が心の底に生まれました。黙祷

していたため、イエス様に洗足して頂いているかの感

覚にも陥りました。あの時に流した涙は今でも忘れま

せん。これまでの人生で流した涙の中で、最も美しか

ったと自分の中では思えるからです。とにかく、もの

すごーく嬉しかったです＾＾ 

 ようやく、クリスチャンとして歩みだしたばかりで

すが、数少ない純日本人の信者として、今後は日本の

教会らしく、日本人の信者を増やすべく福音を述べ伝

えるのに参加していきたいと思っております。長くな

りましたが、兄弟姉妹の皆様、これからも永遠によろ

しくお願い致します。 

全ての栄光が神に帰しますように。アァメン 

東京教会 大澤一仁兄弟
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墨田教会霊恩会記事
5 月のゴールデンウィークは、日本ではなかなか

取れない長期休暇です。日本の方はこのゴールデン

ウィークを利用して旅行します。しかし、私たち真

イエス教会の兄弟姉妹は休暇を利用して教会に集ま

り、神様を敬います。肉体の休息を得るだけではな

く、心と霊も大きな慰めを得ることができるのです。 

今回の霊恩会は 5 月 3 日（水）から 5 月 6 日（日）

まであり、集会人数は毎日 100人近くの方が参加し

ました。最も参加人数が多かったのは、5 月 6 日（日）

に行われた聖餐式の時です。信者と求道者を合わせ

150数名、5 名がバプテスマを受け（うち 1 名は横浜

祈祷所）、9 名が聖霊を受けました（うち 2 名は求道

者）。 

今回の集会で、車富銘長老はヨハネによる福音書

を主題として、命、光、伝道、罪、教会、愛などの

真理を以って教えられました。そのなかで、教会の

中での家族に関する重要性と、その家族の中におい

て如何に互いを愛し、互いに助け合うかを学ぶ事が

できたと思います。（ヨハ 21：15～17） 

墨田教会 余和兄弟 

             

墨田教会講習会感想
仕事が決まってないからなのか、神様の御旨なのか、

私は今回の講習会に参加することができました。穏や

かな環境で勉強することができたのは、神様から与え

られたチャンスだと思い、とても感謝しております。

二日間の勉強の中で、たくさんの感動を得ることがで

きました。ここで三つの感動を挙げたいと思います。 

一、皆さんの積極的な参加に感動 

責任者の講習会ですが、出席した人の中には、東京

教会、墨田教会、横浜祈祷所の責任者のみならず、一

般の兄弟姉妹も多く来られました。日本では、時間が

金銭に結び付くものです。学習会の時間は祝日に設け

られましたが、責任者及び多くの兄弟姉妹たちがわず

かな休みの時を削って講習会に参加したことに、とて

も感動しました。仕事が見つかった後に、皆さんのよ

うにチャンスを掴んで、積極的に学習会に参加し、教

会に来て神に近づくことができるかどうかわかりませ

んが、どうか神様が私を導きますように。 

二、豊富な真理に感動 

車富銘長老と林信義執事が《テモテへの第一の手紙》

と《テモテへの第二の手紙》について、詳しく分析と

説明をしてくれました。内容の豊かさに、「久しい干

ばつの後に慈雨あり」のような気持ちでした。 

聖書には、パウロがテモテに多大な期待を寄せ、テ

モテを励ましながら、伝道の経験を伝えたと書かれて

います。今現在、私たちも教会と家庭において、伝道、

信仰及び経験を継承しなければなりません。それによ

っ て 、 先 輩 は 安 心 し て 教 会 の 仕 事 を 若 い 人 に     

任せ、若い人も喜びを持ちながら、仕事を引き継ぐこ

とができます。もちろん、先輩は単に教会の仕事を若 

 

い人に託すのではなく、ちゃんと若い人が引き継げる

ようにしなければならないでしょう。後輩も仕事を選

ぶだけではなく、どんな務めを任されても、しっかり

受け止めるべきだと思います。 

ある諺があります。「天の将に大任を人に下さんと

するや 必ずまずその心志を苦しめ、その筋骨を労せ

しむ」（天から大事な仕事を人に与えようとする前に、

必ずその人の身と心を苦難で磨かれてから、仕事を任

せる） 

また使徒14：22にも、「私たちが神の国に入るのに、

多くの苦難を経なければならない」と書かれています。

ですから、私たちはキリストの精兵、貴重な器及び神

に喜ばれる人になるため、多くの真理を学び、積極的

に奉仕に参加しなければなりません。なぜなら、天国

とは、努力する人しか入ることができないからです。

（マタ11：22） 

三、姉妹の奉仕に感動 

豊富な聖霊の真理を学んだ後、私たちは婦人会の姉

妹が用意したたくさんの美味しい料理をいただきまし

た。その料理も私たちが午後勉強するための力となり

ました。どうか、神が彼女たちの苦労と愛を記念しま

すように。 

伝道する者も集会する者も、マルタもマリヤも、主

イエスが私たちの心を強くし、私たちの伝道の道を導

いてくださいますように。将来日々を全うした時に、

パウロのように歌えますように：「私たちは戦いを立

派に戦い抜き、走るべき行程を走りつくし、信仰を守

り通した。今や、義の冠が私を待っているばかりであ

る…」（II テモ4：7～8） 

墨田教会 ペンネーム：比尼
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墨田教会講習会記事
連合総会から車富銘長老と林信義執事が派遣さ

れ、2007年 4 月 29日～30日まで講習会をに協力し

て頂きました。 

講習会があることは知られていましたが何かと案

内が不足していました。2006年からは一貫した方式

（婦人講習会、青年講習会、責任者講習会、宗教教

員講習会）に変え、系統化された目標を立てて勉強

しています（2006年は、ダニエル書と聖書解釈学を

勉強しました）。 

今年は教牧書簡を勉強しました（テモテへの第一、

第二の手紙）。東京教会、墨田教会及び横浜祈祷     

所の信者たちは、真理を深く慕い、追い求める心を

持って、今回の講習会が行われた墨田教会に来まし

た。この二日間の講習会では、毎日およそ 40名の信

者と求道者が参加し、如何に教会を管理するかとい

う知識を学ぶことができました。 

II 1 12  

  

              墨田教会 余和兄弟

 

ハレルヤ、東京教会青年会にて５月２０日（日）

に野外交流活動を行いました。この日の参加者は大

人４３人中学生２人が参加され、新秋津駅前から大

型バスに乗り茨城県茨城町石崎のひ沼自然公園に向

かいました。 

殆どの人は前日の安息日からそのまま教会に泊ま

り、当日教会より朝９時に出かけました。当日の天

候は暑くも寒くも無く、春の日差しの気持ちの良い

天気でした。駅につくと新しい綺麗なバスが私達を

待って居てくれました。 

このような天候とバスを与えてくれた神様に参加

した皆が感謝しました。 

今までの活動で、大型バスを利用し教会の兄弟姉

妹が出掛けるのは今回が始めての事で、バスの移動

中も活動を行いながら現地に向かいました。 

バスの中の活動は中央の通路を挟んで左右に別れ、

与えられた文字に対してその文字が入っている讃美

歌を歌うというゲームで大いに盛り上がりました。

途中で一度休憩し茨城の簡単な説明を私が行い、車

中飽きる事も無く、車は約２時間位で目的地に着き

ました。 

現地には清水夫妻とその友達、そしてブラジルか

ら来られ何度か東京教会にも来られている野口兄弟

親子も私達と合流し、下車と同時に約１０人位ずつ

で班を作り４班に別れてバーベキューを行う時にな

って、呉長老とアピア執事が来られました。前日に

下ごしらえをしておいた肉を焼き、そして各班独特

の味付けで焼きそばを作り（呉長老は自信の一品と 

 

して兄弟姉妹に配っていました）、各班の互いの味に

舌鼓を打ち、茨城の特産品でもある大きな甘いスイ

カも食べ、皆お腹がイッパイになった後、各人が広

い芝生の公園で遊び、自由に時間を過ごしてから、

各班の対抗戦のような形でゲームを始めました。風

船を膨らませる事からはじめ（これがなかなか膨ら

ませられない人もいて、皆で大笑い！）、そしてそれ

を二人三脚で走ってきた人が割ります。早く割れた

組から抜けていき、残った人で今度は隊長の命令で

右に向いたり、左に向いたりするゲームを行いまし

た。ゲームはどんどん進行して最後は聖書の内容の

質問をしたりしながら最後の１人になるまでゲーム

は行われ、抜けっていった人、残った人、とそれぞ

れの立場で大いに楽しんだのではないでしょうか。 

ちなみに最後の１人は、この文章を書いている私の

妻となってしまいました。これにより助け合いの気

持ちを持ち、私達の班は全員で足首を結び指示され

たところまで走る事になり最後までゲームを楽しむ

こととなりました？ 

ゲーム終了後は全員で記念写真を撮ってから各自

決められた時間まで自由行動になり、バスで休む人、

公園を散歩する人と時間の来るまで過ごしましたが、

私達は公園の高台まで登りそこに広がる芝生の庭と、

そこからの霞ヶ浦の眺望は天気にも恵まれた事もあ

り最高でした。神様は登りつめた人へのご褒美を与

えてくれたのかなと思いつつバスまで戻ってきまし

た。 

帰りのバスは、活動の前に行われた５月の霊恩会 
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の讃美歌交流会のビデオを見ながら帰ってきました。

疲れて寝ている人もいましたが最後まで笑いの絶え

ない活動になり、普段の忙しさも忘れ、教会ではな

かなか会話をする機会の無い兄弟姉妹とも話す機会

もあり本当に有意義な活動になったと思います。 

信者同士も親しくなり、神による私達の交わりの

機会を与えたくれた事と、参加者がケガも事故も無

く無事に帰って来れた事、なかなかバスで出かける

事の無い信者たちも今回は余計な神経を使わず、移

動中も活動が出来、このような充実した一日を与え

てくれた神に感謝いたします。平安！ 

 

東京教会  浅見英男兄弟 

 

新入生歓迎会は私に多くの感動を与え、また、信

仰について考えさせられました。信仰の道の上で、

私達は常に多くの選択を求められます。もし、私達

がパンとミルクを選んで、自身の信仰を捨てたら、

その終局はとても悲しいものです。ルカによる福音

書十二章では、無知な金持ちの例えが書かれていま

す。この無知な金持ちは一生を財産の貯蓄に費やし

ました。しかし、最後自分の魂に対して何の益もな

く、全ての労苦は空に終わり、無用となりました。

実に悲しいことです。だから、主イエス様は私達に

「自分のために地上に宝をたくわえてはならない。

むしろ自分のために、天に宝をたくわえなさい。」と

言いました。（マタ 6：19～20） 

日本の生活リズムはとても早く、ここでは「時は

金なり」という感覚があります。人々は時間との競

走に追われ、しかも、多くの人が生活について空し

く思っています。それは、彼らの生活に真の神の導

きがないからであり、激励や助けもありません。詩

篇 127編では、「主が家を建てられるのでなければ、

建てる者の勤労はむなしい。主が町を守られるので

なければ、守る者のさめているのはむなしい。」と

言われました。ですから、主の中にあって生活する

兄弟姉妹はさいわいです。なぜなら、私達には神の

導きによって、望みがあるからです。神に選ばれた

のだから、空しくありません。もし、私達がこの尊

い救いの恵みを放棄したら、得ることなく全てを失

います。 

 

 

 

ソロモン王の知恵と富は、私達とは比べられません。

しかし、彼は最後に伝道の書を書き、神を敬い、神

の戒めを守るという結論を出しました（伝12：13）。

今、私達の生活では、「一日の苦労は、その日一日だ

けで十分である」「あすのことを思いわずらうな。

あすのことは、あす自身が思いわずらうであろう」

「まず神の国と神の義とを求めなさい」（マタ6：31

～34）。 

 

 

 

墨田教会 何明英姉妹
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ȑǵʴǮ Ǧ№Ě ǯͬ̍ 
 

ハレルヤ主イエス様の御名によってお証し致します。 

神様の豊かな慈愛、そして私を神様の宮にいさせ、

大いなる愛を享受させてくださったことに感謝致し

ます！神様の導きの下、私は東京教会に来てはや３

年余りが経ちました。神様より頂いた恵みは数える

ことができず、また言い尽くせません。これは昨年

の秋季霊恩会の祈りの時に見た幻ですが、神様の恵

みを証しして主の御名に栄光を帰したいと思います。 

幻のお話しをする前にまず尊い助け主を賜って下

さった神様に感謝致します。私にとってこの上なく

素晴らしく尊いものです。また、いかにして聖別す

るかを学び、神様の大いなる愛の中で、私のために

用意されたものを享受することができました。そし

て喜びと温もりに満ち溢れた東京教会へ来ることが

でき、皆さんと知り合う素晴らしい機会を頂くこと

もできました。 

この大いなる恵みと奇跡、すなわち「聖霊」を賜

って下さった神様に感謝致します。 

以下、祈りの中で見た二つの幻を皆さんと分かち

合いたいと思います。願わくは、ここからお互いの

徳を高め合うことができますように。 

（1）昨年 10月 9 日の朝、聖霊が私を感動し断食さ

せたことを覚えています。そこでその日は早くから

教会堂に着いて祈り、主に助けと導き、聖霊の感動

に従えるよう求めました。感謝なことに神様は知ら

ず知らずのうちに集会に至らせ、周恵安長老の導き

の下、私たちは感謝の祈りを捧げました。そしてそ

の時に神様の不思議な御業が私の身の上に及び、本

当にふさわしくないと感じました。祈りの中で主が

十字架を背負い私の目の前を数回歩くのを見ました。

しかも次第にそれが鮮明になり、脳裏と口の中は全

て聖句でした。「すべて重荷を負うて苦労している者

は、わたしのもとにきなさい。あなたがたを休ませ

てあげよう。わたしは柔和で心のへりくだった者で

あるから、わたしのくびきを負うて、わたしに学び

なさい。そうすれば、あなたがたの魂に休みが与え

られるであろう。」（マタ 11：28、29） 

（2） 最後の按手の祈りの時に跪いてから 2 分も経

たない頃、全身がとても軽く心地よい感覚になりま

した。背後には 3 人の人が話をしており、彼らが話

している言葉は私が今まで聞いたことのないもので

した。彼らの話し方は非常に忙しく、後ろを振り返

りたい気持ちに駆られました。しかしある声が私に

こう言いました「祈る時は真面目に、神を敬い畏れ 

なさい」と。そこで祈りはより切になり、神様の怒 

 

りを買ってしまうのを恐れました。私の弱さを憐れ 

んで下さるよう主に求めました。そして、神様の御

前に来て大声をあげて泣きたかったのですが、聖霊

が私に喜ぶよう感動させ、この時ある声が私にこう

言ったのです。「キリストの精兵は前に進め！」私は

主に言いました「主よ、私はふさわしくありませ

ん！」しかし主の慈しみの声はこう言いました「恐

れるな！はやく！はやく！はやく！キリストの精兵

は前に進め！」続いて白い衣を着た二人の人が私の

目の前を通り過ぎました。間もなくして一人の人が

私の右側に跪き、もう一人の人は私の左側に跪きま

した。そこで私たちは一緒に祈りをし、彼らの祈る

声がとても美しいのを聞きました。それはまるで天

使の歌声のようであり私はとても喜びました。絶え

ず祈りの中で主に感謝し讃美しました。しばらくす

ると私たち全体の祈りは同じ声、同じ足並みとなり、

まるで一つの軍隊、天の兵士たちのようで、その整

然さは荘厳で強く力あるものでした。そしてある声

が絶え間なく私たちを導き、大声でこう言っていま

した「恐れるな、キリストの精兵よ！はやく！はや

く！前に進め！」私たちの足並みは更に速くなり力

が出てきました。こうして終わりまでずっとこのよ

うでした。 

＜艱難と試練＞ 

2006年 10 月 11 日、私の腹部の右側に 5、6 ㎝程の

腫瘍ができました。医者の検査によれば入院して手

術し治療を受けなければならないとのこと、なぜな

ら悪性腫瘍の可能性があったからです。 

2006年 11月 7 日、父が主に召されました。 

2006年 11月 29日、主人・秀男が 6 度目の癌手術治

療を受けました。（医者は今回の手術は命を落とす可

能性があると特に強調したのです。） 主は何でもご

存知で、どこにでもおられる神です。私が思うに主

イエスは私の心の弱さをとっくにお見通しであった

のだと。なぜなら私は間もなく艱難、試練を受ける

ことになっていたのだから。パウロは言いました「わ

たしの恵みはあなたに対して十分である。わたしの

力は弱いところに完全にあらわれる」。（Ⅱコリ 12：

9） 

毎度の試練は私にとって、少しでも油断すれば信

仰を谷底まで躓かせてしまうかもしれないものでし

た。しかし慈愛なる天の父、真の神に感謝致します。

私をこのために躓かせないばかりか、かえって更に

信仰を増し加えられ助けて下さいました。「なぜなら、 

（次の頁に続く）

証し 
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わたしは自分の信じてきたかたを知っており、また

そのかたは、わたしにゆだねられているものを、か

の日に至るまで守って下さることができると、確信

しているからである。」（Ⅱテモ1：12） 

神様のくすしき恵みは、私に神様の慈愛、憐れみ、

恵み、義をより一歩わからせて下さいました。神様

が共におりますこと、顧み、御守りは私たち夫婦に

涙の谷、死の谷を安らかに通らせて下さいました。

神様に感謝致します。 

私たち夫婦の体にある一つ一つの傷跡を見る度に、

慰めと満足の気持ちを感じます。それは形容できな

い素晴らしさと喜びがあります。と言うのも、それ

ぞれの傷跡から神様が私たちの命に印を残されたこ

とを感じとり、神様の大能と大いなる愛を体験でき

たからです。またその中から教会の聖職者及び兄弟

姉妹たちの真の愛を見ることができ、この機会を借

りて皆さんに感謝致します。また、皆さんがいつも

私たちのそばにいて助けとなるように計らって下さ 

 

った神様に感謝するとともに、どうか皆さんの愛の

心、労苦を記念して下さいますよう願います。 

主よ！あなたの恵みは何と偉大なのでしょう。主

のために何ができるのか私には分かりません。また

私がふさわしくないのもよく知っています。しかし、

主に見習い、恵みに報いることができますよう私を

憐れみ、信仰を賜って下さるよう求めます。キリス

トの形成り、清潔に柔和に 聖霊に導かれ 主の道

を歩まん（讃美歌 244番） 

誉れ、尊さ、栄光が全て世々限りなく天の父神に

帰しますように。                         

ハレルヤ アーメン 

                               清水春美姉妹 

 

ʌ  Ṷ 
 ̧  4 月 29日～30日、東京・墨田教会及び横浜祈祷所合同で責任者の聖書勉強会が行われた。車富銘長老

による講義＜テモテへの第一の手紙＞、林信義執事による講義＜テモテへの第二の手紙＞ 

 ̧ 4 月 29日～5 月 6 日、連合総会より車富銘長老が派遣され墨田教会にて伝道会、霊恩会、講習会が開か

れた。受洗者：5 人。受霊者：9 人。 

 ̧ 5 月 3 日～6 日、東京教会で霊恩伝道会が開催された。連合総会より林信義執事が派遣され協力して下さ

った。受洗者：5 人。受霊者：1 人。 

 ̧ 5 月 12日、墨田教会にて母の日の活動が行われた。 

 ̧ 5 月 20日、茨城県で東京教会青年会の活動を行った。参加人数 45 名。 

 ̧ 5 月 26日、墨田教会青年会の新入生歓迎会が行われた。7 人の新入生が出席した。 

 ̧ 6 月 11日～7 月 11日、羅真聲伝道者が東京地区の教会に牧養のため駐在された。主の導きにより平安且

つ順調に行われた。 

 ̧ 6 月 23日、墨田教会にて父の日の活動が行われた。 

 ̧ 7 月 1 日、森林公園で東京教会の「真のぶどうの木の家族」の活動を行った。全部で 46名の信者及び求

道者の方々が参加した。 

 

ʌ 助 祷

◇東京教会◇ 

＊和智紀子姉妹の健康の為に助祷して下さい。 

＊清水春美姉妹夫妻の健康の為助祷して下さい。 

＊林少蘭姉妹の皮膚血管炎の為助祷して下さい。 

＊清水美華親子の健康と信仰の為に助祷して下さい。 

＊学生霊恩会（8/ 4～9）の為に心を合わせて祈りまし

ょう。神の導きがありますように。 

＊横浜祈祷所の竹花賢兄弟の為に助祷して下さい。 

◇墨田教会◇ 

＊墨田教会の御働きの為に助祷して下さい。 

＊呉国鳳姉妹と彼女のお父さんの為に助祷して下さい。 

＊林婷姉妹の為に助祷して下さい。 

＊妊娠中の姉妹達の為に助祷して下さい。 

＊8月4日～9日の学生霊恩会のために助祷してくださ

い。 


